
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
・
九
五
年
）
（

本
論
文
で
は
一
九
○
四
・
五
年
の
同

介
し
、
こ
れ
ら
に
考
察
を
加
え
た
い
。

四
の
第
二
次
シ
レ
ス
ビ
ッ
ヒ
・
ホ
、

府
が
義
肢
の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
西
南
の
役

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
は
じ
め
に

義
肢
の
系
統
的
な
発
達
は
一
時
に
沢
山
の
切
断
者
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
契
機
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
銃
砲
、
火
薬
が

多
く
用
い
ら
れ
る
近
代
戦
の
戦
傷
で
あ
り
他
は
産
業
革
命
の
結
果
多
発
し
た
労
働
災
害
で
あ
る
。

国
家
が
戦
傷
に
よ
る
切
断
に
対
応
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争
（
一
八
六
一
’
一
八
六
五
年
）
が
最
初
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
も
一
八
六

四
の
第
二
次
シ
レ
ス
ビ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
戦
争
、
一
八
六
六
年
の
普
澳
戦
争
、
一
八
七
○
、
七
一
年
の
普
仏
戦
争
が
あ
り
プ
ロ
シ
ャ
政

日
露
戦
争
に
お
け
る
切
断
・
義
肢
と
乃
木
式
義
手

八
九
四
・
九
五
年
）
の
と
き
の
切
断
者
に
は
恩
賜
の
義
肢
が
与
え
ら
れ
た
。
総
数
は
一
五
七
人
で
あ
っ
た
。

九
○
四
・
五
年
の
日
露
戦
争
で
の
切
断
・
義
肢
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
一
九
○
六
年
に
作
ら
れ
た
乃
木
式
義
手
を
紹

（
一
八
七
七
年
）
で
政
府
軍
に
三
九
人
の
上
肢
切
断
、
一
三
人
の
下
肢
切
断
が
で
て
お
り
、
輸
入
し
た
義
肢
が
支
給

繩
碓
牽
極
罐
韓
礒
醒
一
毎
納
》
準
一
病
昭
和
五
十
七
年
一
月
十
二
日
受
付

武
智
秀
‐
夫
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二
日
露
戦
争
で
の
切
断
・
義
肢
の
記
録

日
露
戦
争
の
と
ぎ
の
戦
傷
者
を
知
る
手
懸
り
と
し
て
は
陸
軍
省
医
務
局
編
の
「
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
陸
軍
衛
生
史
」
が
あ
る
。
そ
の
第
三

巻
が
「
戦
傷
」
で
、
第
十
三
節
「
関
節
射
創
一
の
中
、
第
八
章
が
「
四
肢
及
骨
関
節
射
創
ノ
治
療
」
で
あ
る
。
第
八
章
の
目
次
を
述
べ
る
と
、

第
八
章
四
肢
及
骨
関
節
射
創
ノ
治
療

三
日
露
戦
争
に
お
け
る
陸
軍
の
切
断
者
の
統
計

「
切
断
・
離
断
ノ
統
計
」
の
項
に
は
多
く
の
表
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
射
創
を
骨
射
創
と
関
節
射
創
に
区
別
し
て
あ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
状

況
で
受
傷
し
た
の
か
と
か
、
ど
ん
な
弾
丸
に
よ
る
も
の
か
も
区
別
し
て
調
査
さ
れ
て
い
る
。

第
八
章
四
肢
及
骨
関
節
射

其
一
一
般
治
療
（
９
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
各
項
の
下
に
し
る
し
た
数
字
は
、
あ
て
ら
れ
て
い
る
頁
数
で
あ
る
。

海
軍
省
医
務
局
か
ら
も
「
日
露
戦
役
海
軍
衛
生
史
」
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
方
に
は
切
断
・
義
肢
の
ま
と
ま
っ
た
記
述
は
な
い
。

丙
假
僕
節
支
持
》

其
四
義
肢
（
５
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。
ち
な

其
二
切
断
、
離
断
術
ノ
統
計
及
鵲
重
負
担
性
断
端

や
切
断
、
維
新
ノ
硫
汁
（
型
頁
）

其
三
假
関
節
ノ
治
療

甲
切
断
、
離
断
ノ
統
計
（
響

乙
鵲
重
負
担
性
断
端
⑮
頁
）

甲
非
観
血
的
治
療
（
皇

乙
観
血
的
治
療
（
瓢
頁
）

丙
暇
関
節
支
持
器
（
４
－

（
３
頁
）

（
４
頁
）
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手
術
は
一
期
的
手
術
と
二
期
的
手
術
に
わ
け
ら
れ
て
お
り
、
一
期
的
手
術
は
受
傷
三
日
以
内
二
七
人
、
三
日
か
ら
五
日
ま
で
が
三
人
で
あ

り
、
射
創
の
初
期
治
療
と
し
て
切
断
を
う
け
た
も
の
を
い
っ
て
い
る
。
二
期
的
手
術
は
初
回
治
療
を
う
け
た
あ
と
感
染
・
壊
疽
な
ど
の
原
因
で

切
断
を
行
っ
た
も
の
を
い
い
、
受
傷
三
日
以
内
八
人
、
三
’
五
日
一
七
人
、
五
’
一
○
日
三
三
人
、
一
○
’
二
○
日
一
三
人
、
二
○
日
’
一
月

一
七
人
、
一
’
二
月
一
六
人
、
二
’
三
月
五
人
、
三
’
四
月
二
人
、
四
’
五
月
二
人
、
五
’
六
月
四
人
、
六
月
’
一
年
五
人
、
一
年
’
一
年
半

一
人
と
手
術
の
時
期
に
は
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
一
期
的
手
術
と
二
期
的
手
術
の
死
亡
頻
度
、
受
傷
部
位
の
関
係
は
表
三
に
示
す
が
、
切

傷
部
位
は
表
二
に
示
し
て
あ
る
。

四
肢
の
射
創
総
数
は
三
、
四
一
三
人
あ
り
、
そ
の
う
ち
切
断
を
う
け
た
も
の
は
二
五
三
人
で
あ
る
。
そ
の
他
に
シ
ョ
。
〈
－
ル
切
断
、
リ
ス
フ

ラ
ン
切
断
、
足
指
切
断
が
五
、
手
指
切
断
は
一
○
三
人
で
あ
る
。
切
断
を
う
け
た
二
五
三
人
を
切
断
部
位
別
に
ま
と
め
た
の
が
表
一
で
あ
る
。

切
断
術
を
う
け
た
あ
と
死
亡
し
た
も
の
は
上
肢
六
人
、
下
肢
一
三
ハ
人
の
計
四
二
人
で
あ
る
。
死
亡
し
た
人
の
切
断
部
位
の
表
示
は
な
い
が
、
受

表1切断部位

’切断部位｜例 数|死亡数’

｜

’ ｜

'42’253計
』合

口

その他リスフラン，ショパール，足

趾関節切断：5

手指骨切断：103

表2受傷部位と死亡の関係

例数|死亡数’|受傷部位

１
３
１
１
０
０
６
’
１
昭
８
８
１
０

１
’
１

１
９
３
５
４
２
４
２
２
２
１
５
７

４
１
２
１
０

６
２
５

１

節
腕
節
腕
節
骨
節
腿
節
腿
節
骨

計

関
関
関
指
関
関
関

小

肩
上
肘
前
手
手
股
大
膝
下
足
足

‐
：
ｌ
ｉ
Ｉ
ｌ

上
肢
下
肢

｜』491小計

’2531計

36

42合
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上
肢
切
断

下
肢
切
断

肩離断

上腕切断

肘離断

前腕切断

手l對節離断

小計｜‘0416
股離断

大腿切断

膝離断

下腿切断

｜]4’’3‘小計

２
４
２
５
１

１
６
２

２
８
１
８

１
０
２

1



表3受傷部位と手術時期

弁
状
切
法
（
冒
弓
ｇ
唖
。
言
旨
）
は
一
六
七
九
年
英
国
で
出
版
さ
れ
た
意
○
号
閨
。
自
侭
の
本
に
。
ｇ
乏
阜
曾
冒
が
行
な
っ
た
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
が
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
固
く
①
ａ
巨
冒
（
一
六
九
六
年
）
、
留
冒
匡
旨
（
一
七
○
二
年
）
、
“
”
煙
く
四
ｓ
ロ
（
一
七
三
九
年
）
、

ぐ
９
日
匙
の
（
一
七
六
五
年
）
、
国
ぐ
．
Ｆ
凹
品
の
号
の
烏
（
一
八
○
七
）
な
ど
に
よ
り
試
み
ら
れ
漸
次
広
く
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

今
日
切
断
手
技
は
著
し
く
進
歩
し
、
こ
の
時
代
の
「
輪
状
切
法
」
は
全
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
第
二
次
大
戦
中
ア
メ
リ
カ
で
戦
傷
の

れ
る
。

口
|受傷 二期的手術｜

’’
141

5 1

9’

0

1

死亡一期的手術

0

35

8

16

4

11

；部位

関 節

腕

関 節

腕

関節

指 骨

虻
－
０
１
１
１
０
０

肩
上
肘
前
手
手

１
２
０
０
０
０

上

肢

断
術
の
死
亡
率
は
か
な
り
高
い
の
が
わ
か
る
。

四
切
断
手
技
と
術
後
の
治
療

切
断
手
技
に
は
主
と
し
て
「
輪
状
切
法
」
が
行
な
わ
れ
、
時
に

「
弁
状
切
法
」
が
行
な
わ
れ
た
と
述
べ
て
あ
る
。
そ
し
て
甚
だ
稀

に
「
グ
リ
ッ
チ
式
」
あ
る
い
は
「
ピ
ロ
ゴ
ッ
フ
式
」
も
行
な
わ
れ

た
。

当
時
の
切
断
術
式
と
し
て
皮
層
を
輪
状
に
切
る
方
法
と
弁
状
に

切
る
方
法
が
ど
の
手
術
書
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は

○
堅
呂
い
Ｓ
・
・
二
五
ｌ
シ
・
ロ
．
五
○
年
？
）
に
よ
る
最
古
の
切
断
術
式

で
四
肢
を
輪
状
の
切
開
で
皮
層
・
筋
肉
を
一
度
に
骨
ま
で
切
る
も

の
で
あ
る
（
の
冒
圃
①
冨
需
鄙
Ｑ
『
固
い
。
冒
冒
）
。
日
露
戦
争
当
時
、
術
中

は
も
と
よ
り
術
前
術
後
の
全
身
管
理
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
手
術
は
で
き
る
だ
け
速
に
行
な
う
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
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断
端
末
に
支
持
性
を
も
た
せ
る
「
ヒ
ル
シ
ュ
の
後
治
法
」
は
こ
の
時
代
は
最
新
の
知
見
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
そ
の
後

も
わ
が
国
の
陸
軍
の
規
範
に
な
っ
た
よ
う
で
、
第
二
次
大
戦
中
も
こ
れ
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

現
在
で
は
断
端
末
体
重
支
持
は
膝
関
節
離
断
、
サ
イ
ム
切
断
に
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
大
腿
切
断
や
下
腿
切
断
で
は
断
端
末
以
外
に
確
実
な
骨

性
体
重
支
持
点
を
も
っ
た
義
足
を
用
い
る
の
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
考
え
方
が
義
足
を
著
し
く
発
達
さ
せ
て
き
た
の
で
あ

る
仁

切
断
に
「
・
胃
昌
画
冒
冒
員
ら
目
」
と
い
う
方
法
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
「
輪
状
切
法
」
の
名
残
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現

在
は
「
○
胃
冒
斡
冒
官
』
国
号
冒
」
も
過
去
の
も
の
に
な
っ
た
。

術
後
の
治
療
と
し
て
興
味
深
い
こ
と
は
「
ヒ
ル
シ
ュ
の
後
治
法
」
が
三
七
例
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
ヒ
ル
シ
ュ
の
後
治
法
」

と
は
こ
の
衛
生
史
に
よ
る
と
、

四
手
掌
ヲ
以
テ
軽
ク
断
端
部
ヲ
敲
打
シ
耐
フ
ル
二
従
上
漸
次
手
拳
ヲ
以
テ
強
打
ス
（
敲
打
法
）

五
綿
ニ
テ
被
包
セ
ル
断
端
ヲ
木
枕
或
〈
板
上
二
衡
突
セ
シ
ム
ル
コ
ト
五
乃
至
十
分
間
、
二
時
間
毎
一
一
施
行
ス
（
踏
履
練
習
）

六
按
摩
、
踏
履
練
習
後
ハ
ニ
乃
至
四
分
間
下
肢
ノ
諸
関
節
ヲ
屈
伸
シ
或
〈
前
後
左
右
二
運
動
セ
シ
メ
テ
血
行
ヲ
促
ス
（
自
由
練
習
）

七
練
習
間
断
端
二
毎
夕
「
リ
ゾ
ー
ル
浴
」
ヲ
行
う

八
前
記
練
習
後
綿
ヲ
入
レ
タ
ル
木
脚
二
断
端
ヲ
挿
入
シ
毎
二
時
間
一
一
五
乃
至
十
分
間
、
体
重
ヲ
負
担
セ
シ
ム
（
起
立
練
習
）
漸
次
使
用
ス

ル
’
一
従
上
綿
〈
圧
搾
シ
テ
硬
度
ヲ
増
シ
練
習
ト
共
二
断
端
ヲ
傷
ツ
ク
ル
コ
ト
ナ
ク
漸
次
負
担
性
ト
ナ
ル

Ｌ
」
去
地
プ
Ｃ
Ｏ

三
按
摩
後
、
綿
ヲ
以
テ
被
包
ス

一
患
者
床
上
ニ
在
リ
テ
ハ
足
部
ヲ
高
位
一
一
置
ク
コ
ト

ニ
一
日
一
二
乃
至
二
回
断
端
ヲ
按
摩
ス
ル
コ
ト
約
三
十
分
、
初
メ
ハ
乾
燥
的
二
行
上
後
チ
ニ
％
撒
里
矢
児
酸
阿
列
布
油
ヲ
防
シ
テ
行
う
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五
義
肢

日
露
戦
争
の
切
断
者
に
は
恩
賜
と
い
う
こ
と
で
義
肢
が
支
給
さ
れ
た
。
こ
の
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
陸
軍
衛
生
史
で
は
義
手
に
つ
い
て
乃
木

式
義
手
の
象
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

下
肢
切
断
の
「
体
重
負
担
性
断
端
」
は
東
京
予
備
病
院
渋
谷
分
院
に
お
い
て
の
み
試
み
ら
れ
た
よ
う
で
、
乃
木
義
手
と
こ
の
断
端
末
支
持
の

義
足
が
義
肢
の
項
で
は
新
知
見
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

一
般
的
な
義
足
の
要
件
と
し
て
、
こ
の
分
院
附
の
日
本
赤
十
字
社
救
護
医
員
斉
藤
基
次
郎
は
次
の
六
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。

る
。

こ
の
「
後
治
法
」
の
起
立
練
習
に
用
い
た
「
木
脚
」
は
東
京
予
備
病
院
渋
谷
分
院
在
勤
の
日
本
赤
十
字
社
救
護
医
員
高
橋
種
紀
が
考
案
し
た

も
の
と
し
て
図
が
示
さ
れ
て
、
い
る
が
、
こ
れ
も
関
風
呂
論
文
に
で
て
い
る
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
る
（
図
一
）
。

、

「
ヒ
ル
シ
ュ
の
後
治
法
」
と
は
一
九
○
○
年
に
、

ｑ

Ａ
二

F

図1東京予備病院渋谷分院で用いた

木脚（参考資料8）

国
・
国
．
関
風
呂
が
発
表
し
た
方
法
で
、
そ
の
原
著
に

よ
る
と
下
腿
切
断
に
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九

二
○
年
版
の
Ｆ
葛
巨
房
蔚
冒
の
扁
冑
目
３
号
亀

⑦
ご
曙
昌
唱
の
に
も
切
断
術
の
後
療
法
の
項
に
詳
し
く

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
第
一
次
大
戦
当
時
の
義
肢
の
専
門
言
に
は

余
り
引
用
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
義
肢
の
進

歩
と
共
に
か
え
り
承
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
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最
後
に
善
通
寺
予
備
病
院
で
股
離
断
義
足
の
装
着
を
試
ゑ
た
こ
と
が
述
べ
て
あ
る
。
日
露
戦
争
の
切
断
者
に
は
股
義
足
を
支
給
し
な
か
っ
た

ら
し
い
。
と
い
う
の
は
股
義
足
で
歩
行
さ
せ
る
こ
と
が
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
善
通
寺
で
は
何
と
か
試
ゑ
て
象
よ
う

と
、
予
め
左
右
の
股
義
足
を
作
っ
て
お
き
、
そ
れ
が
適
合
し
装
着
で
き
る
も
の
に
の
ゑ
訓
練
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
本
杖
で
歩
行
可
能
に
な
っ

た
も
の
が
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
柔
る
と
当
時
は
股
義
足
を
作
る
知
識
も
技
術
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
承
に
義
肢
製

作
技
術
者
の
こ
と
は
「
義
肢
師
」
と
い
っ
て
い
る
。

当
時
わ
が
国
に
ど
の
位
の
「
義
肢
師
」
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
に
一
九
○
二
年
鈴
木
祐
一
が
上
梓
し
た
「
義
手
足

纂
論
」
が
あ
る
。
こ
の
中
に
当
時
の
義
手
足
製
造
販
売
所
が
書
い
て
あ
る
が
、
東
京
に
五
、
大
阪
に
三
、
静
岡
に
二
、
名
古
屋
に
一
、
の
計
一

一
ヵ
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
切
断
者
に
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
行
な
え
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
ろ
う
。

聖
の
る
。 三

構
造
簡
単
ニ
シ
テ
使
用
一
一
便
ナ
ル
ヘ
シ

四
断
端
〈
義
足
底
二
密
接
適
合
シ
テ
健
足
ノ
如
ク
働
作
運
動
自
在
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

五
働
作
二
慣
ル
ル
ニ
容
易
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

六
可
及
的
廉
価
ニ
シ
テ
容
易
一
一
修
理
シ
得
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

こ
の
第
四
項
は
「
体
重
負
担
性
断
端
」
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
て
あ
り
、
次
に
ギ
。
フ
ス
モ
デ
ル
の
作
成
方
法
が
か
な
り
詳
細
に

論
じ
て
あ
る
。
当
時
ギ
プ
ス
モ
デ
ル
の
作
成
は
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
熊
本
予
備
病
院
、
善
通
寺
予
備
病
院
で
の
手
技
が
引
用
し
て

一
出
来
得
ル
限
り
自
然
ノ
形

二
軽
ク
シ
テ
堅
牢
ナ
ル
ヘ
シ

出
来
得
ル
限
り
自
然
ノ
形
状
ニ
近
カ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
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こ
の
義
手
の
生
ま
れ
た
経
緯
、
そ
の
詳
細
を
知
る
手
が
か
り
は
国
家
医
学
会
雑
誌
第
二
三
四
号
（
一
九
○
六
年
一
○
月
二
○
日
発
行
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
が
唯
一
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
号
の
冒
頭
に
頁
数
の
入
っ
て
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
石
黒
忠
恵
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
義
手
の
紹
介
、
一
症
例
の
病
歴
と
写
真
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

本
文
中
の
「
叢
談
」
の
項
は
石
黒
忠
直
談
「
乃
木
大
将
義
手
を
考
案
せ
る
由
来
、
皇
后
陛
下
の
天
覧
を
仰
き
し
顛
末
」
と
国
家
医
学
会
会
員

松
島
不
二
が
、
例
会
で
こ
の
義
手
を
供
覧
し
た
こ
と
が
述
べ
て
あ
り
、
義
手
の
解
説
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
二
）
。

蕊煮蕊‘‘軽鐸 灘 騨

’欝翻

六
乃
木
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来
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図2乃木式義手（陸上自衛隊衛生学校蔵）

ま
ず
石
黒
の
冒
頭
部
の
義
手
の
紹
介
を
引
用
し
て
象
よ
う
。

「
乃
木
大
将
が
戦
傷
者
に
心
を
寄
せ
ら
る
入
こ
と
の
切
な
る
は
吾
人
の
共
に
感
ず
る
所
な

る
が
、
去
年
来
手
を
失
ふ
た
る
傷
者
に
対
し
て
在
来
の
義
手
よ
り
も
一
層
便
利
な
る
も
の
を

付
け
や
り
た
し
と
て
種
々
工
夫
せ
ら
れ
、
遂
に
一
種
の
義
手
を
考
案
せ
ら
れ
、
其
製
造
に
付

て
は
東
京
砲
兵
工
廠
の
砲
兵
少
佐
南
部
騏
次
郎
氏
と
謀
り
此
に
成
就
し
た
り
、
余
は
此
に
乃

木
式
の
名
を
付
す
。
」
と
あ
る
。
そ
し
て
従
来
の
義
手
は
健
側
の
手
、
他
人
の
手
で
も
た
せ

て
や
る
と
把
持
で
き
る
が
、
自
ら
は
把
持
で
き
な
か
っ
た
と
い
い
、
「
然
る
に
乃
木
式
の
義

手
は
従
来
の
も
の
と
は
丸
で
考
案
を
別
に
し
、
義
手
の
先
に
「
ヤ
ッ
ト
己
の
一
方
を
付

し
、
又
一
方
は
胸
部
に
革
に
て
造
り
た
る
鎗
術
の
胴
に
似
た
る
も
の
を
結
び
付
け
其
真
中
よ

り
「
ヤ
ッ
ト
ど
の
一
方
を
出
し
此
一
方
と
手
の
一
方
と
に
て
「
ヤ
ッ
ト
己
全
部
を
致
し

以
て
、
物
を
は
さ
ゑ
て
摘
採
の
用
を
代
す
も
の
に
て
。
：
…
」
と
大
体
の
構
造
を
説
明
し
て
い

る
。
つ
づ
い
て
「
さ
て
之
を
用
ふ
る
に
は
、
其
先
に
て
巻
煙
草
又
は
菓
子
若
し
く
は
コ
ー
ヒ

ー
茶
碗
等
を
摘
桑
採
り
之
を
口
に
持
来
す
る
こ
と
容
易
な
り
、
よ
く
習
熟
し
た
ら
ん
に
は
、
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》
撫
毎

尺
の
距
離
で
指
数
を
弁
ず
る
と
い
う
障
害
が
残
っ
た
兵
士
で
あ
る
（
図
三
）
。

「
叢
談
」
で
は
石
黒
忠
恵
の
談
話
の
形
式
で
次
の
様
に
語
ら
れ
て
い
る
。
乃
木
大
将
が
あ
る
日
東
京
予
備
病
院
渋
谷
分
院
に
戦
傷
兵
を
見
舞

っ
た
。
そ
の
時
幾
人
か
の
上
肢
切
断
が
お
り
、
そ
の
中
の
一
人
の
青
森
出
身
の
兵
士
が
、
両
上
腕
切
断
で
あ
り
な
が
ら
も
自
分
で
工
夫
し
た
金

属
の
鉤
を
手
先
に
つ
け
て
巧
象
に
色
為
な
動
作
を
し
て
い
る
の
を
ゑ
た
。
そ
こ
で
乃
木
大
将
は
も
う
少
し
工
夫
す
れ
ば
義
手
で
物
が
つ
か
め
な

い
だ
ろ
う
か
と
考
え
、
そ
の
結
果
こ
の
義
手
が
で
き
上
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

義
手
は
東
京
砲
兵
工
廠
で
作
ら
れ
、
さ
き
に
石
黒
が
い
っ
て
い
る
よ
う
に
南
部
噸
次
郎
が
考
案
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
義
手
の
供
覧
を
行
っ
た
前
出
松
島
不
二
が
南
部
に
直
接
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
ず
乃
木
大
将
は
自
分
の
着
想
を
南
部
に
話
し
て
相
談
し
た
。
南
部
は
自
分
で
も
種
々
考
え
る
と
共
に
工
廠
で
部
下
の
職
工
に
経
緯
を
説
明

し
て
ア
イ
デ
ア
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
助
役
の
石
川
徳
松
の
提
出
し
た
ア
イ
デ
ア
が
す
ぐ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
義
手
を

製
作
し
た
の
で
あ
る
。
助
役
と
い
う
の
は
職
工
と
役
人
の
中
間
と
あ
る
か
ら
職
工
長
で
も
あ
ろ
う
か
。
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「
元
来
陸
軍
で
の
衛
生
行
政
上
の
こ
と
は
す
べ
て
学
会
で
そ
の
価
値
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
し
か
行
っ
て
い
な
い
。
特
に
義
肢
は
恩
賜
と
い
う

こ
と
で
支
給
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
義
手
が
完
全
に
有
用
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
医
務
局
長
よ
り
恩
賜
義
肢
と
し
て
支
給
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
の

が
筋
で
あ
る
。
乃
木
大
将
の
考
案
し
た
義
手
は
工
夫
が
面
白
く
感
心
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
未
だ
一
般
に
そ
の
価
値
を
認
め
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
で
あ
る
か
ら
た
だ
乃
木
大
将
の
熱
心
さ
で
こ
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
た
と
御
慰
み
で
み
て
頂
き
た
い
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

寺
／
る
と

し
か
し
乃
木
が
出
発
す
る
ま
で
に
義
手
が
用
意
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
乃
木
は
石
黒
に
こ
の
話
を
し
て
、
天
覧
の
件
を
依
頼
し
た
。
そ
こ
で

石
黒
は
後
日
義
手
と
写
真
と
を
香
川
皇
后
太
夫
に
手
渡
し
て
天
覧
を
頼
ん
で
い
る
。
そ
の
時
石
黒
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
要
約

七
乃
木
式
義
手
に
つ
い
て
の
考
察

乃
木
大
将
が
こ
の
義
手
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
発
想
し
て
南
部
に
製
作
を
依
頼
し
た
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
が
、
い
く
ら
ひ
い
き
目
に
考
え
て

も
「
両
上
肢
切
断
の
戦
傷
兵
を
み
て
何
か
良
い
工
夫
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
ヤ
ッ
ト
己
の
原
理
を
義
手
に
使
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
」
と
い
っ
た

程
度
の
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
頼
ま
れ
た
南
部
も
無
下
に
こ
と
わ
る
こ
と
も
で
き
ず
種
々
考
え
て
こ
の
義
手
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
南
部

も
石
川
徳
松
の
ア
イ
デ
ア
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
製
作
上
指
導
は
し
た
が
、
構
造
は
石
川
の
原
案
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
ま
た
工
廠
の
技
師
村
田
綱
太
郎
は
こ
の
義
手
の
図
面
を
書
い
て
い
る
し
、
国
家
医
学
会
例
会
で
の
発
表
の
時
は
工
廠
傭
員
の
村
田
謹

爾
が
説
明
図
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
乃
木
大
将
の
発
想
を
実
現
す
べ
く
砲
兵
工
廠
の
ス
タ
ッ
フ
が
忠
実
に
努
力
し
た

談
話
の
後
半
で
石
黒
は
皇
后
陛
下
天
覧
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
を
引
用
す
る
と
、

「
乃
木
大
将
は
検
閲
使
と
し
て
出
発
前
両
陛
下
に
拝
謁
を
賜
わ
り
し
際
、
皇
后
陛
下
よ
り
御
茶
菓
を
賜
わ
り
其
刷
戦
争
の
こ
と
負
傷
者
の
こ

と
ど
も
御
話
あ
り
し
に
大
将
は
義
手
の
こ
と
を
一
寸
申
上
し
よ
り
陛
下
に
は
そ
れ
を
御
覧
遊
ば
さ
れ
た
し
と
の
御
言
葉
を
下
さ
れ
た
り
」
と
あ

る
0
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石
黒
忠
息
は
軍
医
総
監
で
あ
っ
た
一
八
八
七
年
、
欧
米
視
察
を
行
い
、
義
肢
を
求
め
て
帰
り
、
陸
軍
軍
医
学
校
に
参
考
資
料
と
し
て
保
管
さ

せ
て
お
り
、
そ
の
方
の
知
識
は
い
く
ら
か
は
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
義
手
に
は
ま
だ
余
談
が
あ
る
。
一
九
二
年
ド
レ
ス
デ
ン
で
旨
（
①
目
昌
。
旨
画
］
の
国
滴
浄
ｇ
の
歩
扁
ぃ
言
の
旨
目
的
（
万
国
術
生
博
覧
会
）
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
博
覧
会
は
一
二
部
よ
り
な
り
、
そ
の
第
一
○
部
は
陸
海
軍
部
で
あ
っ
た
。
陸
軍
よ
り
二
○
項
目
の
出
品
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
は

非
常
に
端
的
に
い
う
と
乃
木
式
義
手
は
老
将
軍
の
情
緒
的
発
想
に
砲
兵
工
廠
の
職
工
が
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
技
術
的
に
ま

と
め
上
げ
た
も
の
で
、
肝
心
な
医
学
側
の
意
見
は
毫
も
入
っ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
石
黒
忠
直
の
談
話
の
皇
后
陛
下
天
覧
の
と
こ
ろ
を
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、
行
間
に
石
黒
の
乃
木
大
将
の
思
い
つ
き
に
振
り
ま
わ
さ
れ
た

と
い
う
苦
々
し
い
感
じ
が
に
じ
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
結
局
乃
木
は
終
始
表
面
に
で
ず
、
し
か
も
石
黒
を
し
て
乃
木
式
義
手
と
い
う
命
名

を
さ
せ
た
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
当
日
旅
順
攻
略
で
全
界
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
国
家
的
英
雄
の
発
案
は
誰
も
な
い
が
し
ろ
に
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

蕊
蛾
鑑
蕊
溌
識
難
聴
蝉
繰
穂
群
醗
灘
鵡
識
縄
鍵
辮
辮
蝿
識
粋
舗

競
職
嘩
溌
邑
慾
謹
舞

図4ドレスデン万国術生博覧会の

パンフレット（陸上自術隊術

生学校蔵）

の
が
う
か
が
わ
れ
る
。

南
部
蝋
次
郎
は
一
八
六
九
年
佐
賀
県
に
生
ま
れ
、
一
八
九
二
年

陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
、
日
清
、
日
露
戦
争
従
軍
後
陸
軍
の
兵
器

畑
を
歩
い
た
人
で
、
一
九
一
九
年
に
は
工
学
博
士
の
学
位
を
う
け

て
い
る
。
一
九
二
五
年
陸
軍
中
将
で
退
官
し
、
南
部
銃
製
造
所
を

創
設
し
、
自
分
が
一
九
○
五
年
開
発
し
た
南
部
式
拳
銃
の
製
作
を

行
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
経
歴
か
ら
ゑ
る
か
ぎ
り
軍
人
と
い
う
よ

り
エ
ン
ジ
’
一
ァ
と
い
っ
た
方
が
よ
い
。
そ
し
て
義
肢
に
は
全
然
関

係
の
な
い
人
で
あ
る
。
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戦
時
衛
生
材
料
、
戦
用
炊
具
、
被
服
、
「
ヂ
オ
ラ
ご
式
野
戦
病
院
、
銃
槍
防
具
、
脚
気
の
統
計
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
中
の
九
項
に
乃
木
式
義

手
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。
独
文
の
・
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
国
①
号
易
昌
園
（
冨
且
些
ｚ
ｏ
四
）
と
あ
り
、
写
真
が
そ
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
写
真
の

像
も
先
に
述
べ
た
水
沼
作
次
郎
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
乃
木
式
義
手
を
用
い
た
の
は
こ
の
兵
士
一
人
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

（
図
四
）
。

八
あ
と
が
き

日
露
戦
争
は
日
本
が
は
じ
め
て
経
験
し
た
大
が
か
り
な
近
代
戦
で
あ
っ
た
。
し
か
し
切
断
者
は
わ
ず
か
二
五
三
人
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な

い
。
戦
傷
に
よ
る
死
亡
率
が
高
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
戦
争
の
下
肢
切
断
者
に
始
め
て
関
扇
島
の
断
端
末
体
重
支
持
の
考
え
が
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
方
は
そ
の
後
長
く

陸
軍
ひ
い
て
は
わ
が
国
の
伝
統
的
考
え
方
に
な
り
、
少
な
く
と
も
第
二
次
大
戦
末
ま
で
は
続
い
た
。
そ
し
て
今
日
で
も
ま
だ
こ
の
方
法
に
固
執

し
て
い
る
人
達
を
幾
人
か
み
か
け
る
。
こ
の
こ
と
も
わ
が
国
で
の
義
足
の
発
達
を
遅
ら
せ
た
一
因
と
い
え
よ
う
。

乃
木
式
義
手
に
つ
い
て
は
乏
し
い
資
料
を
も
と
に
考
察
を
加
え
た
。
こ
の
義
手
も
そ
の
後
陸
軍
で
は
神
聖
化
さ
れ
た
よ
う
で
、
こ
の
義
手
に

科
学
的
批
判
を
加
え
た
軍
医
が
陸
軍
を
追
わ
れ
た
と
い
う
話
を
伝
え
聞
い
て
い
る
。

当
時
欧
米
で
は
義
手
、
義
足
と
も
に
か
な
り
進
ん
で
い
た
が
、
わ
が
国
に
は
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
未
発
達
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。

な
お
乃
木
式
義
手
の
実
物
は
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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I

gunshotwounds.Thehighmortalityrateoftheopcrationwasobserved・Fortherehabilitationof

thelowerextremityamputees,:Cendweightbearingtechnique"describedbyHirsche,aGermansurgeon

wasfirstlyintroducedtQourcountryatthattime.Afierthatthismethodwasuseduntiltheendof

worldWarIIinJapan.Hirsch'stechniq,,ewasratheradvantageouswhenprostheseshadnotbeen

welldevcIoped,therefbre,thepersistenceofthisproccdurewashazardoustoli,rther(Icvelopmentof

prosthesesinJapan.

Inl906,anupperextremityprosthesiswasdesignedbyGeneralNogi,whowasveryfamous

becauscofthecaptureofportArthurduringtheRussoJapaneseWar.Thegrippingdeviceofthe

prosthesiswasbasedontheprincipleofpincers.Althoughthcpreciscstructureoftheprosthcsiswas

described,littlewasknownaboutitspracticaluse.Moreover,nomedicalstafEcontributedtothe

developmentofthisprosthesis.Inl911,theprosthesiswasdemonstratcdatthelnternationalHygiene

ExpositionatDresden,GermanybytheJapaneseArmy.Inaddition,thishasbeenmentionedas

thebesttypeoftheupperarmprosthesisinthemilitarymedicalrecordoftheRussoJapaneseWar.

Thesehistoricalreviewsindicatedthatprosthesesandrehabilitationofwaramputeeswerenotwell

developedatthetimeoftheRussoJapaneseWar.

（
ぬ
吟
）
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